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ひゅーまんフェスタ 2014（９月７日）

非核平和への誓いを新たに

　伊賀市文化会館で、ひゅーまん
フェスタ 2014 を開催しました。
基調講演では立命館大学国際平和
ミュージアム名誉館長の安斎育郎
さんが「語り伝えるヒロシマ・ナ
ガサキ」と題して日本が戦争へと
向かっていった経緯と現在の核爆
弾の状況などを説明しました。
　また、８月５日、６日の２日
間、非核平和推進中学生広島派遣
団として広島市に派遣した市内の

中学生の代
表 10 人が、
学んだこと
や、これか
らの決意などを発表しました。また
三重県原爆被災者の会の森岡文孝
さんが、生後７カ月のときに広島
市で被爆し、家族がバラバラになっ
たという体験などを話しました。
　この日は、約 600 人が参加し非
核平和について考えました。

市内の秋祭り
◆ それぞれの地域で個性豊かなまつりを開催します

　けんずいまつり 2014

　『あやまの恵み・食・文化』をテーマにした阿山の
さまざまな魅力を再発見する場として開催します。

【ところ】　阿山 B&G海洋センター駐車場
【内　容】　大鍋イベント・もちつきイベント・各種団
体によるステージイベント・地域の特産品展示即売、フ
リーマーケットなど

【問い合わせ】
　けんずいまつり実行委員会事務局（阿山支所振興課内）
　☎ 43-1544　FAX   43-1679

11/３（月・祝）午前 10 時～午後３時
※雨天決行・荒天中止

　大山田収穫まつり 2014

　地域の産業発展を促し、子どもからお年寄りまでが
集う世代間交流の場として開催します。

【ところ】　大山田B&G海洋センター駐車場
【内　容】
　地域の特産品展示即売・各種団体による物産市・ス
テージイベント

【問い合わせ】
　大山田収穫まつり実行委員会事務局（布引地区市民
センター内）　☎／FAX   47-0928
大山田支所振興課　☎ 47-1157　FAX   46-1764

11/２（日）午前９時 30 分～午後３時
※雨天決行・荒天中止

　ふれあいフェスタ in 青山

　自然の恵みいっぱいの青山の秋をお楽しみください。
【ところ】　青山支所周辺
【内　容】　地元でとれた農産物の販売・各種体験コーナー・
飲食コーナー・アトラクション・お楽しみ抽選会など

【問い合わせ】
　ふれあいフェスタ in 青山事務局（伊賀森林組合）　
　☎ 24-4884　FAX  24-5590
　青山支所振興課　☎ 52-1114　FAX   52-2174

10/26㈰ 午前 10 時～午後３時
※雨天決行・荒天中止

　第 27 回滝山渓谷紅葉まつり

　さまざまな楽しいイベントをお楽しみください。ま
た、近くにある白藤滝は、落差が 15ｍある優美な姿
が美しい絶景ポイントです。

【ところ】　白藤滝周辺
※雨天時は山畑農事集会所

【内　容】
　模擬店・ステージイベントなど
※会場には駐車場がないため、山畑農事集会所から
　シャトルバスを運行します。

【問い合わせ】
　伊賀支所振興課　☎ 45-9119　FAX   45-9120

　さまざまな楽しいイベントをお楽しみください。ま
11/３（月・祝）午前 10 時 30 分～午後２時 30 分
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乾燥させた紅花
　を水でもみ洗いし、
　色素を出す作業は
　重労働。４人程度
　のグループで力を合
　わせて行いました。

▲説明を聞いたあと、自分
　だけのこけだま作りに
　挑戦しました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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阿山公民館すえひろ学級こけだま教室（９月 12 日）

こけだまの緑に癒されて

　あやま文化センターで園芸福祉ボラン
ティアグループ「花手まり」のメンバー
５人を講師に招き、こけだま教室を行い
ました。
　この教室は 60 歳以上の人を対象に楽し
く生きがいづくりや仲間づくりの場を提
供する阿山公民館すえひろ学級の一環で、
今回は赤と黄のアキランサスを中心にハツ
ユキカズラやミニホトトギスなどの草花を

使ってこけだまづくりを体験しました。
　参加者は、色合いを考えながら思い思
いの草花を手に取って、個性豊かなこけ
だま作りに挑戦し、こけだまの緑に癒さ
れていました。

紅花染め体験講座（９月 14 日）

自然の風合いを楽しんで

　三重県伊賀保健所の栄養指導室で、紅花染め体験講
座を開きました。この講座は、紅花を育て、紅花に関
する活動をしている市民団体「紅ばなネット」の協力
のもと、芭蕉翁生誕 370 年記念事業のひとつとして
開催しました。
　この日は奈良市月ヶ瀬在住の辰巳洋子さんを講師に
迎え、摘み取って乾燥させた紅花から、昔ながらの方
法でスカーフを染めました。
　紅花は咲いているときはオレンジ色の花で、黄色と
赤の色素が含まれています。黄色の色素は水に溶けや
すく、赤の色素はアルカリに溶けやすい性質があり、
これを利用して、紅花から赤い色素だけを取り出して
染めると、淡いピンク色に染め上げることができます。
　参加した 31 人は、紅花をもんで色を出したり、藁

わら

灰や、梅をいぶして作る烏
う ば い

梅から作った液を混ぜたり
して、染液を作りました。最後に、白いスカーフを染
液につけると、すこしずつピンク色に染まりました。
軽く水洗いをしてから自然乾燥させると、紅花染めス
カーフが完成します。


